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六
月
二
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
第
二
畢
生
集
御
所
に
於
て
開

催
、
長
識
褒
の
挨
拶
に
始
ま
り
講
演
、
晩
餐
愈
、
研
究
溌
表
を

行
ふ
。

○
講
演
會

一
、
明
未
満
初
の
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト

長
山
一
癖
吉
教
授

渚
の
康
嚥
箭
が
一
六
六
五
年
砺
馬
法
王
ク
レ
メ
ン
ト
十
一
批

に
逢
っ
た
諜
翰
を
中
心
と
し
て
佛
聞
西
の
材
料
に
よ
っ
て
ジ
エ

ス
イ
ッ
ト
布
激
の
状
態
を
述
べ
ら
れ
た
。
梗
概
次
の
如
し

幟
瓶
交
通
は
東
印
度
御
祉
を
通
じ
て
行
は
れ
た
と
老
へ
ら
れ

て
居
る
が
東
印
陛
會
就
と
性
灯
を
同
じ
く
し
た
會
趾
は
か
な
り

に
多
く
佛
蘭
西
で
は
一
六
○
○
年
代
サ
ン
寺
ロ
に
冨
○
旨
Ｒ
巨
印

及
冒
９
国
に
對
す
る
通
商
株
式
會
流
が
設
立
さ
れ
、
一
六
○

四
年
に
は
遂
に
舟
を
海
上
に
浮
べ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
ブ

レ
ス
ト
に
佛
闘
西
印
庇
株
式
會
祗
が
設
立
さ
れ
た
。
次
に
一
六

五
八
年
に
は
布
教
と
同
時
に
何
等
か
有
用
な
鞠
即
ち
三
○
○
％

以
上
の
利
益
あ
る
商
斑
を
作
ふ
必
要
あ
り
と
云
ふ
條
件
の
下
に

桑
報

九
大
史
學
會
例
會 彙

報

■
■
■
■
●
■
■
巴
・
■
■
■
冒
曰
且
■
■
■
■
■
■
■
昌
凸
■
■
巳
■
■
■
■
■
・
■
■
ｐ
■
■
■
■
●
Ⅱ
、
■
・
■
■
・
■
■
Ｕ
ｂ
ｂ
且
■
■
■
■
■
■

、
く
く
く
く
４
く
く
Ｊ
１
く
Ｉ
く
く
Ｉ
く
く
く
１
く
く
く
く
１
く
Ｉ
１

沙
Ｌ
夕
Ｌ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
ｐ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
〃
ｂ
に
抄
Ｌ
り
ぃ
ｐ
色
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｌ
，
ｂ
０
ｈ
０
０I

支
那
及
日
本
通
商
株
式
會
杜
が
、
叉
一
六
六
○
年
に
は
東
洋
通

商
株
式
愈
趾
が
、
一
六
六
四
年
は
コ
ル
ベ
ー
ル
が
計
劃
し
て
佛

剛
西
印
度
株
式
會
杜
が
出
來
た
。
此
の
會
枇
の
所
在
と
其
の
登

易
の
洗
俄
と
は
不
明
で
あ
る
が
此
の
會
肚
の
設
立
さ
れ
た
時
を

以
て
初
め
て
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
布
激
と
通
商
と
が
分
離
し
た
と
老

へ
ら
れ
る
Ｏ

然
る
に
此
の
時
代
ｌ
明
未
済
初
に
は
別
鯨
の
布
教
が
別
簡
の

伽
向
を
以
て
歴
史
上
に
現
は
れ
て
來
る
ｐ
そ
れ
は
天
文
数
理
の

翠
と
通
商
と
の
雨
方
と
梶
手
し
て
布
激
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
数
理
の
學
と
提
擁
し
た
邪
は
昔
の
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
（
利

蛎
管
）
の
時
代
に
復
蹄
し
た
と
云
ふ
可
き
で
明
未
清
初
の
佛
蘭

西
の
数
即
學
者
は
ア
ダ
ム
・
シ
ヤ
ア
ル
（
湯
若
望
）
、
フ
エ
ル

ピ
ー
ス
ト
（
南
喫
任
）
が
あ
っ
た
。
此
の
以
外
の
フ
ラ
ン
ス
ジ
エ

ス
イ
ッ
ト
は
ク
リ
ス
ト
激
的
意
識
が
弧
す
ぎ
支
那
の
風
習
と
馴

染
ま
な
い
事
が
多
か
っ
た
が
、
議
時
の
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
教
徒
は

噸
意
論
的
議
論
が
多
く
其
の
鮎
支
那
思
想
界
と
砺
突
し
た
も
の

と
恩
は
れ
る
。
其
の
上
ド
ミ
一
言
派
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
布

敬
川
も
斐
那
に
來
っ
て
互
に
州
箏
っ
た
躯
も
問
題
を
超
す
一
因

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
叉
明
未
満
初
に
マ
カ
オ
の
佛
閲
西
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梨
報

ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
の
僻
正
が
明
を
掻
け
た
事
も
清
の
感
榊
を
害
し

一
六
六
五
年
（
睡
嚥
四
年
〕
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
大
池
密
が

企
て
ら
れ
布
激
師
は
殆
ど
凹
外
に
放
逐
さ
れ
た
。
併
し
ア
ダ
ム

シ
ヤ
ー
ル
は
其
の
城
理
の
畢
に
よ
っ
て
呼
び
支
那
に
迎
へ
ら
れ

か
く
て
布
教
其
の
も
の
は
唯
辿
さ
れ
た
が
其
の
相
捉
蠅
せ
る
政

理
學
に
よ
っ
て
布
致
の
復
活
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

此
の
キ
リ
ス
ト
數
徒
迫
害
の
年
王
企
〈
五
年
付
で
庶
撫
桁
が

縦
鵬
法
王
ク
レ
メ
ン
ト
十
一
批
に
送
っ
た
蒋
翰
の
雛
課
さ
れ
た

コ
ッ
ピ
ー
が
仰
蘭
西
外
務
省
の
古
文
裡
中
に
在
る
。
「
日
月
と
光

を
零
ふ
支
那
の
王
よ
り
法
王
に
錘
る
。
此
の
手
紙
は
滴
翫
な
駄

烏
の
羽
根
を
以
て
番
く
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
は
支
那
の
帝
位
の

後
纒
者
の
幸
を
計
る
爲
に
法
王
家
の
娘
と
結
婚
し
度
い
（
中
略
）

斯
く
て
法
王
の
家
と
支
那
帝
王
の
家
と
は
永
久
に
結
合
さ
れ
同

◇

時
に
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
布
激
に
關
す
る
王
家
と
帝
王
と
の
零
は
今

後
全
く
平
和
に
繼
緬
さ
る
可
き
で
あ
る
。
」
と
云
ふ
の
で
あ
る

が
此
の
書
翰
は
年
代
の
鮎
に
於
て
喰
ひ
違
ひ
が
あ
り
ク
レ
メ
ン

ト
十
一
慨
の
即
位
は
一
七
○
○
年
で
井
翰
の
日
付
と
矛
暇
す
る

が
宛
も
一
六
六
五
年
は
ク
リ
ス
ト
教
徒
泊
害
の
年
で
此
の
形
勢

を
打
解
す
る
爲
に
叉
支
那
布
激
の
状
態
を
都
合
よ
く
報
街
す
る

爲
に
此
の
文
書
が
侭
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
密
時

の
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
の
状
態
の
一
端
を
伺
は
れ
る
。

叉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
て
も
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
は
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
學

で
祁
學
上
の
論
零
に
敗
れ
て
仇
蘭
西
を
逐
は
れ
叉
英
國
議
會
は
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■
■
■
■
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■
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■
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旧
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■
■
■
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旧
■
■
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旧
旧
旧
■
Ｆ
・
口
屍
酬
引
Ⅲ
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さ
れ
更
に
平
明
に
左
の
要
旨
の
御
誰
演
が
あ
っ
た
。

折
駆
的
に
美
の
理
想
を
最
初
に
設
定
し
て
天
降
り
的
に
美
的

鰐
武
、
網
駿
を
扱
ふ
よ
り
も
変
証
的
に
美
術
史
を
推
礎
に
股
き

美
の
醗
蛍
及
び
美
の
極
凌
な
る
笹
騨
が
取
扱
は
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
Ｏ

美
術
史
の
任
務
は
事
焚
の
集
穣
の
鮎
に
稚
く
る
も
の
で
は
な

く
又
作
者
作
品
を
列
傳
催
に
並
べ
作
者
と
作
品
、
作
品
成
立
の

．
瓊
境
を
述
べ
共
の
作
品
を
種
々
に
論
ぜ
ん
と
す
る
も
の
も
あ
る

が
美
術
史
を
一
の
科
學
と
し
て
取
扱
ふ
上
に
は
美
術
と
云
ふ
蕊

術
其
の
も
の
の
歴
史
的
、
自
律
的
展
開
が
問
題
と
な
る
。

・
謹
術
作
舶
は
非
歴
史
的
存
在
と
し
て
鑑
蛍
し
得
る
と
共
に
一

の
蕊
術
作
品
は
叉
歴
史
的
存
在
で
あ
る
。
歴
史
的
存
在
と
し
て

鑿
術
作
品
を
考
へ
る
場
合
に
は
表
出
の
要
素
と
表
現
の
要
素
と

が
老
へ
ら
れ
る
。
蕊
術
は
其
の
時
代
の
宗
激
思
想
等
に
依
っ
て

修
幡
た
る
状
態
で
此
の
年
代
の
符
合
せ
ぬ
神
翰
も
此
の
妖
態
か

ら
生
み
川
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

犬

九
四

四
回
に
亙
っ
て
ジ
エ
ス
イ
ッ
ト
激
徒
放
逐

矢
崎

美
學
の
見
地
か
ら
雁
史
に
鯛
れ
て
み
た

（
本
年
度
一
月
號
）
に
執
躯
さ
れ
た
「
様

利
に
於
て
も
亦
同
じ
形
勢
で
明
未
満
初
の
ジ
雪
〈
イ
ッ
ト
は

一
、

美
術
に
於
け
る
歴
史
的
様
式

美
感
激
授

い
と
前
提
さ
れ
改
迭

式
の
間
鼬
」
を
吸
術

を
砿
狭
し
和
蘭
、
伊

一



規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
表
出
要
素
を
有
し
而
し
て
表
現
し

差
拠
に
よ
っ
て
様
式
の
州
逵
が
現
は
れ
る
が
表
州
要
素
は
美
に

對
し
て
は
小
間
的
で
美
し
い
も
の
で
も
あ
り
然
ら
ざ
る
も
の
で

も
あ
ｈ
得
る
。
一
の
蕊
術
を
謹
術
た
ら
し
め
て
ゐ
る
も
の
は
表

現
些
素
で
表
川
要
素
ぱ
表
現
要
素
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な

い
Ｏ麹

術
の
様
式
は
其
の
時
代
の
氣
分
、
信
仰
、
作
者
の
性
析
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
即
ち
一
時
代
の
様
式
は
宗
駁
、
儒
仰
等

の
反
映
表
出
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
考
へ
方
に
は

多
分
の
興
迎
が
あ
る
が
、
蕊
肋
殊
に
遊
形
美
術
の
様
式
は
測
然

と
見
縛
る
も
の
で
あ
り
、
氣
分
信
佃
等
の
様
式
に
移
行
す
る
規

定
關
係
は
漠
然
と
し
て
ゐ
て
そ
れ
の
み
で
は
蕊
術
の
梯
式
は
説

明
し
誌
さ
れ
な
い
。

此
の
間
趣
が
謹
術
の
月
律
性
の
間
也
と
締
合
す
る
時
こ
れ
は

非
鯖
な
諏
大
さ
を
加
へ
る
。
例
へ
ぱ
源
氏
物
語
の
解
懸
に
於
て

表
出
要
素
が
様
式
を
規
定
す
と
云
ふ
考
へ
方
に
立
て
ば
作
審
の

生
活
理
鐘
、
人
棉
、
平
安
棚
の
砒
會
、
鏡
激
、
信
仰
、
祉
称
制
、

人
生
捌
等
が
源
氏
の
背
丑
を
鰯
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
作
者

の
生
活
環
瞳
等
交
そ
れ
自
身
は
女
學
で
は
な
い
。
即
ち
謹
術
作

品
を
蕊
術
で
な
い
も
の
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
と
す
る
時
そ
れ
は

文
學
そ
の
も
の
Ｌ
發
腱
の
雁
史
で
は
な
く
そ
の
女
學
を
生
み
出

す
社
宙
、
背
最
の
雁
史
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
其
麗
に
於
て
は
謹

術
の
自
律
性
は
失
は
れ
て
居
る
。
此
庵
に
謹
術
史
に
於
け
る
様

難
報

式
の
問
題
の
軍
大
さ
が
存
在
す
る
。

此
庵
に
於
て
か
表
川
要
素
と
表
現
要
素
と
の
間
の
漠
然
た
る

岬
騨
の
混
乱
を
避
け
て
更
に
判
然
と
様
式
を
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
併
し
豫
め
抽
象
的
に
或
る
菰
の
雁
史
哲
翠
を
造
り

上
げ
其
瞳
か
ら
天
降
っ
て
庇
在
た
る
謹
術
作
品
を
暴
力
的
に
押

込
め
て
了
ふ
辨
を
排
す
る
。
庇
迩
的
蕊
術
様
式
の
把
握
と
解
懸

を
通
し
て
輿
の
歴
史
斬
學
は
建
設
さ
れ
逆
に
藝
術
様
式
の
如
琶

を
典
に
把
握
し
來
る
事
が
雁
史
祈
學
の
基
礎
で
あ
る
ｏ
然
ら
ば

斑
泣
的
に
様
式
は
如
仙
な
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
か
。
純
粋

に
悟
性
的
な
誕
術
は
存
し
得
な
し
得
な
い
か
ら
其
庵
か
ら
感
性

の
稗
避
を
研
究
對
象
と
し
て
様
式
の
問
題
を
論
ぜ
ん
と
す
る
考

へ
方
が
成
立
し
よ
う
と
思
ふ
。
然
し
吾
人
は
今
日
ギ
リ
シ
ヤ
人

の
螺
性
を
心
埋
畢
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
故
に
此

虚
に
空
間
時
伽
の
剛
列
、
切
り
取
り
方
に
迄
様
式
岬
繩
の
問
題

は
池
腱
し
て
行
く
。

様
式
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
哲
駆
と
蕊
術
と
は
併
存
の
關
係

に
在
っ
て
訓
子
の
關
係
で
は
な
い
。
蕊
術
の
様
式
を
庇
謹
的
に

判
然
と
把
握
す
れ
ば
即
ち
雁
史
の
本
臘
其
の
も
の
に
肉
迫
し
得

る
で
あ
ら
う
し
蕊
術
の
様
式
を
通
し
て
一
の
雁
史
哲
學
を
建
設

し
縛
る
と
恩
は
れ
る
Ｏ

要
す
る
に
表
川
要
素
に
よ
っ
て
様
式
が
規
定
さ
れ
る
と
云
ふ

老
へ
方
、
時
代
の
氣
分
宗
激
思
想
人
生
剛
雅
界
細
等
に
よ
っ
て

謹
術
の
繰
式
が
規
定
さ
れ
る
と
し
て
説
明
し
來
っ
た
從
來
の
方

九
五
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法
は
非
常
な
困
難
を
作
っ
て
居
る
。
そ
う
云
ふ
表
出
要
素
に
よ

り
表
現
要
素
が
規
定
さ
れ
る
と
い
ふ
考
へ
方
は
拾
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
れ
ぱ
蕊
術
の
自
律
的
法
則
を
叩
解
す
る
こ

と
は
出
來
な
い
。
逆
に
様
式
は
焚
誼
的
で
あ
る
か
ら
様
式
を
判

然
と
把
握
す
る
こ
と
は
様
式
間
池
の
み
な
ら
ず
雁
史
哲
學
に
も

肉
迦
し
得
る
で
あ
ら
う
。
か
Ｌ
る
方
法
で
無
力
な
祈
學
的
な
歴

史
折
駆
の
方
法
を
排
除
し
得
、
姑
め
て
科
駆
的
に
雁
史
本
來
の

法
川
性
に
進
ん
で
行
く
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｏ
研
究
發
表

金
澤
文
庫
本
雛
生
仰
に
就
い
て
背
木
菱
懇
氏

金
澤
文
庫
未
曜
理
本
小
の
前
後
を
欠
批
せ
る
諏
倉
未
番
鰯
と

推
定
さ
る
』
往
生
博
に
就
い
て
紹
介
あ
り
。
平
安
朝
六
種
の
往

生
僻
に
比
し
て
淨
土
激
的
色
彩
の
渡
厚
な
る
こ
と
、
九
品
寺
流

分
派
の
開
東
仰
播
を
推
定
せ
ら
る
腿
鮎
等
を
述
べ
ら
る
。

東
北
地
方
見
學
談
鏡
山
猛
氏

最
近
東
京
東
北
等
の
諸
大
學
研
究
室
見
畢
の
旅
行
よ
り
踊
ら

れ
た
同
氏
は
平
泉
金
色
並
、
毛
越
寺
、
多
賀
城
北
等
の
珊
蹟
に

就
い
て
御
發
表
あ
り
。

清
朝
の
蛮
除
に
就
い
て
井
上
以
智
罵
氏

先
づ
一
、
滿
州
査
錬
二
、
武
皇
帝
疵
錐
三
、
踊
薪
石
本
四
、
潅

改
本
五
、
高
皇
帝
戒
録
の
各
種
あ
る
醜
を
述
べ
ら
れ
共
の
内
容

よ
り
成
立
年
代
の
前
後
を
推
定
さ
れ
又
我
が
岡
に
於
て
竃
政
年

間
に
「
大
浦
三
朝
郡
略
」
が
、
更
に
「
大
涜
三
朝
嘘
録
探
要
」
が

！

識
岐
史
触

京
城
密
大
史
畢
御
誌

史
湖

東
洋
文
化

雌
近
の
經
濟
史
駆
向

地
畢
雑
誌

現
代
拙
激

史
苑

皐
學

史
駆

史
林

研
究
盗
料
鑓
報

閥
立
北
平
岡
祥
館
栞

心
の
花

國
史
學

筑
紫
史
読

九
六

文
政
十
年
に
出
版
さ
れ
た
事
等
に
就
き
て
御
絞
表
あ
り
。

（
文
武
在
記
者
袖
垣
）

土
佐
史
談

史
學
研
究

雁
史
激
育

背
丘
畢
遊

受
贈
岡
書
雑
誌
霜
卵
和
十
舜
峰
一
理

創
刊
號

九六
ノ
ー

一
四
三
・
一
四
四

昭
和
十
一
年
六
月
號

五
六
八
・
庇
六
九
ｅ
荘
七
○

七
一
・
五
七
二

八
・
九
・
十
・
十
一
月
號

五
○
號
記
念
特
幟

四
ノ
ー

十
五
ノ
ー
・
三

二
十
一
ノ
三

十
一
ノ
三

九
ノ
五
・
六

四
十
ノ
七
・
八
・
九
・
十

二
十
七
・
二
十
八

六
十
八

五
十
六

八
ノ
ー

十
一
ノ
七

二
十
四

●

五




